[個人情報利用同意書]
	収集された個人情報は入学選考以外の他の目的では絶対に使用されません。.
1. 収集する個人情報
-必須項目: 支援者情報 (名前、住民登録番号(在外国人/在外国民の選考などの場合:外国人登録番号
        またはパスポート番号)、住所、電話番号、携帯電話の番号、電子メール)、学校情報(最終学歴区分、
在学/出身学校名、卒業(予定)年度、評点平均、取得単位、学位の登録番号)、自己紹介書
2. 個人情報の収集・利用目的:大学院入学選考、学事運営や大学院院友会構成(入学者に限る)
3. 個人情報の保有及び利用期間:個人情報保有期間の経過、処理目的達成などの個人情報が不要に
なったときは、遅滞なく当該個人情報を破棄します。
· 個人情報の収集及び利用に同意しますか? □同意する□同意しない
· 個人情報の収集及び利用について拒否する権利があり、これを拒否する場合、
· 大学院の願書を提出できません


	<固有識別情報収集 及び利用について同意>
大学院の願書受け付けや入学選考のために固有識別情報(住民登録番号、外国人登録番号、旅券番号)を収集しています、{根拠法令:高等教育法施行令第73条(固有識別情報の処理)
. 固有識別情報収集に同意しますか。 □同意する□同意しない
*固有識別情報の収集を拒否する場合、大学院の願書を提出できません


	<個人情報第3者提供に対する同意>
次のような個人情報を第3者に提供しています。
個人情報を

提供受ける者
提供を受ける者の

個人情報の利用目的
提供する

個人情報の項目
提供を受ける者の保有・
利用期間
備考.
支援者出身
大学(院) 校
学歴照会や会報
名前、住民番号、出身校や専攻、卒業するかどうか、卒業日、学位の登録番号
処理目的
達成時まで
入学選考
個人情報の第3者提供に同意しますか。 □同意する□同意しないこと


	<本人確認と志願の資格、選考日確認するかどうか>

▪この願書は支援者本人のみ作成して支援することができます。 今後これを違反した場合に入学の無効などの問題が発生することができます。 [他人の受付は絶対不可]

▪支援大学の募集要項を確認してください。
▪募集要綱の支援資格及び最低学力基準などを確認してください。
上記の内容を確認しましたか。 □確認する


	<偽の志願の防止と支援資格、造作防止に関する確認>

▪偽の志願をした場合、刑法上業務妨害罪に該当し、これによって処罰されることがある。
▪、特別選考志願時の支援資格が虚偽であることが明らかになった場合、合格が取り消しされます。
上記の内容を確認しましたか。 □確認する


	<個人情報収集のための同意確認>

▪大学院に個人情報が上と一緒に収集及び利用について同意します。 支援者:                (署名)


